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要　　約

コンクリート工事の手配業務では，協力会社への打設予定日の連絡，確認に多くの時間を費やしてい
る．また，当初の打設予定が変更になる度に日程調整を行う必要があり，現場技術者の負担になってい
る．そこで筆者らは，これらの業務を省力化するため，チャットボットを活用したコンクリート打設情
報共有システムを開発した．本システムでは，打設予定，労務の手配情報をデータベースに登録するこ
とで，協力会社への連絡，確認業務を効率化し，請求処理の集計業務を短縮できる．本報では，本シス
テムの詳細な内容と現場検証結果について述べる．
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§1．はじめに

コンクリート工事に関係する協力会社は 5社程度あり，
電話，FAX，メールでの打設予定内容の連絡および確認
業務，毎月の生コン発注数量や各協力会社の出来高の集
計業務が煩雑になっている．図―1に従来の業務イメー
ジを示す．これまでは，現場技術者がコンクリート打設
予定について，コンクリート手配表（以下，手配表と記
す）をパソコン上で作成し，紙に出力したものを各協力
会社へ FAXで送信していた．それに対し，各協力会社の
担当者が FAXの内容を確認してコメントを記載したも
のを FAXで返信するとともに，現場技術者へ電話で折り
返しの確認連絡をしていた．また，その連絡内容をもと
に現場技術者は各協力会社の手配状況の集計作業を行っ
ていた．その後，現場の作業工程の変更や天候により， 

当初予定していた打設日に変更が生じる場合には，各協
力会社と日程調整をするため，手配表を再作成し，FAX

で送信と電話連絡を再度行う必要があった．このように，
打設予定の日程調整を行うことは，現場技術者，協力会

社の双方にとって大きな負担となっている．また，現場
作業所内，協力会社への予定の周知のため，現場技術者
や協力会社の担当者全員が，変更後の打設予定日や手配
状況についての最新情報を共有することは極めて重要で
ある．
そこで，コンクリート工事の手配業務について，チャ
ットツール「direct」にチャットボット（人間同士が会話
をするように，ロボットが自動で対話する技術）を組み
込んだ情報共有システム（以下，本システムと記す）を
開発した．これにより，現場技術者と各協力会社のコン
クリートの打設予定，労務の手配情報についての連絡お
よび確認，集計業務を円滑に遂行できる．また，打設関
係者間で最新情報を共有することにより発注ミスを防止
し，管理業務の省力化を実現する．

＊技術研究所建築技術グループ 図―1　従来の業務イメージ
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§2．システム概要

図―2にコンクリート手配のシステム概要図を示す．
まず，現場技術者がコンクリートの打設予定を指定書式
のエクセルに入力した手配表を，チャットボットを介し
てデータベースに登録し，協力会社に連絡する．それに
対して協力会社の担当者が予定を確認し，作業の可否，打
設当日の予定人員などをチャットボットへ返答すること
で，コンクリート工事の予定についての連絡および確認
が可能である．当初の打設予定内容に変更が生じた場合
にも，その都度，現場技術者が手配表を修正してデータ
ベースに登録することで，チャットボットによる協力会

社への一斉連絡および確認ができる利点がある．また，
表―1にデータベースに登録する情報について示す．コ
ンクリート手配時の情報だけでなく，コンクリート打設
後においても，現場技術者がコンクリートの打設実施数
量，左官工の施工面積，作業人数などの実績を入力する
ことで，現場作業所内の関係者間で最新の実績情報を共
有できる．さらに，協力会社毎の月末の請求確認時にお
いて必要となる出来高の集計が可能である．
このように，これまで電話，FAX，メールで行ってい
たコンクリート工事に関する連絡および確認，集計業務
に要する時間を短縮できる．

図―2　コンクリート手配のシステム概要図

表―1　データベースに登録する情報
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§3．システム使用における作業内容について

本システムを使用する際の作業内容について，コンク
リート手配時の段階より順に説明する．

3―1　コンクリート手配時の作業
⑴　準備作業
初期設定として現場技術者の発注担当者はコンクリー

ト手配用に directのトークルームを 2種類作成する．
図―3に現場トーク作成画面のイメージを示す．まず，
現場技術者とチャットボットのトークルーム（以下，現
場トークと記す）を作成する．
図―4に協力会社トーク作成画面のイメージを示す．

現場トーク作成後，発注担当者と各協力会社の担当者，チ
ャットボットのトークルーム（以下，協力会社トークと
記す）を作成する．協力会社とチャットボットのペアト
ークとする場合には，発注担当者がトークルーム作成後
に退出することもできる．

⑵　手配表の作成および登録
図―5に手配表のサンプルを示す．発注担当者は指定

書式のエクセルに打設予定の内容を入力して手配表を作
成する．この時，手配表の区分列により，各協力会社に
手配可否の質問を行う設定ができる．空白，変更，追加
の区分については質問されるが，中止，完了の区分につ
いては質問されない．手配表を現場トークに添付するこ
とにより，データベースに打設予定の情報が登録され，各
協力会社へ手配表が自動配信される．
⑶　協力会社への打設日程の確認依頼
発注担当者は，現場トークで「日程確認依頼」とコマ
ンド入力し，打設日程についての手配の可否を確認した
い協力会社に対し，確認依頼を行うことで，各協力会社
の協力会社トークでの回答を促すことができる．図―6
にチャットボットからの自動配信の画面イメージを示す．
各協力会社の担当者がチャットボットからの指示により
「手配報告」を選択することで，打設日毎に質問が自動配
信される．

図―3　現場トーク作成画面のイメージ 図―4　協力会社トーク作成画面のイメージ

図―5　手配表のサンプル 図―6　チャットボットからの自動配信の画面イメージ
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⑷　手配報告状況の確認
図―7に手配報告一覧表のサンプルを示す．各協力会

社からの回答結果が打設日毎に一覧表の形式で集計され
る．現場技術者は回答結果を確認し，日程調整を行うこ
とができる．協力会社の担当者も「状況確認」とコマン
ド入力し，最新情報を確認することができる．

3―2　コンクリート打設後の作業
図―8に実績報告表のサンプルを示す．現場技術者は
コンクリート打設後にエクセルの実績報告表の入力を行
う．現場トークに「CON実績報告」とコマンド入力して
実績報告表を添付することで，データベースへ登録され
るとともに，現場作業所内で最新情報の共有が図れる．

図―9　実施集計表のサンプル

図―8　実績報告表のサンプル

図―7　手配報告一覧表のサンプル
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3―3　月末の請求確認時の作業
図―9に実施集計表のサンプルを示す．現場技術者は
データベースへ登録されている実績情報から，配合ある
いは階数毎のコンクリート実施数量や，打設工人数，ポ
ンプ車台数，左官工人数から算出する歩掛りなどについ
て，現場トークに「CON集計報告確認」とコマンド入力
し，月毎に自動集計された集計表を出力，確認する．こ
れにより，現場作業所内において毎月の請求処理に必要
な情報を取得することができる．

§4．現場検証結果

本システムを A，B，2現場に導入し，1回のコンク

リート打設に要する労働時間の削減効果を検証した．打
設の条件として，1ヶ月の平均打設回数は，A現場が 1回，
B現場が 5回である．表―2から表―4に，従来の方法
で手配した場合と本システムを導入して手配した場合に
要した労働時間について，2現場での検証結果を示す．
表―2に 2現場での労働時間の内訳（連絡業務）につ
いて示す．約 1ヶ月前の手配時の連絡調整業務について
は連絡業務に区分した．手配表の送付後の連絡が不要な
点や，その後の日程調整の連絡業務について，チャット
ボットから各協力会社へ一斉連絡できる点において，労
働時間削減効果がみられた．
表―3に 2現場での労働時間の内訳（確認業務）につ
いて示す．打設 1ヶ月前から打設当日までの確認連絡業

表―2　2現場での労働時間の内訳（連絡業務）

表―3　2現場での労働時間の内訳（確認業務）
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務については確認業務に区分した．打設日の 2週間前ま
での時期の日程調整および確認業務については，電話連
絡が不要となったことから，2割以下に労働時間が短縮
できた．
表―4に 2現場での労働時間の内訳（集計業務）につ

いて示す．打設日以降の品質管理書類の作成，請求処理
業務については集計業務に区分した．1ヶ月の平均打設
回数が 5回の B現場では，実施集計表から出来高の集計
作業が一部自動化された点で労働時間削減効果がみられ
た．
また，表―5に本システム導入による労働時間の削減
効果について示す．A現場の 1回のコンクリート打設に
おける労働時間の削減効果は，連絡業務で 67％，確認業
務で 74％，集計業務で 7％であった．また，B現場の 1

回のコンクリート打設における労働時間の削減効果は，
連絡業務で 65％，確認業務で 30％，集計業務で 6％であ
った．これにより，1回のコンクリート打設における総
労働時間は，本システムを導入した場合，従来と比較し
て A現場で 27％，B現場で 26％の削減効果があること
がわかった．

§5．まとめ

本報では，コンクリート工事の打設情報を現場技術者
と協力会社間で共有でき，その手配業務について省力化
するためのチャットボットを活用したコンクリート打設
情報共有システムについて報告した．現場作業所での検
証を通して，以下の内容を確認できた．
⑴　 連絡業務については，チャットボットから各協力会

社へ一斉連絡できる点において，省力化が図れた．
⑵　 確認業務については，打設日の 2週間前までの時期

の日程調整および確認の労働時間を 2割以下に短縮
できた．

⑶　 集計業務については，実施集計表から出来高の集計
作業を一部自動化できることがわかった．

⑷　 総労働時間については，従来の場合と比較し，本シ
ステム導入後の 2現場において，3割程度の削減効
果がみられた．

⑸　 打設予定の変更について，データベースに登録され
た情報から最新情報を打設関係者間で確認できるた
め，人為的な手配ミスの予防が期待できる．

2021年度は，コンクリート工事着工前に，各現場作業
所の現場技術者，協力会社の担当者に向けて本システム
の操作説明会を開催し，現場導入を進めた．2022年度以
降においても，コンクリート手配における連絡，確認，集
計業務について，より一層の労働時間短縮を図るため，導
入現場数のさらなる拡大に努める．
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現場作業所の関係者の皆様に深く感謝を申し上げます．

表―4　2現場での労働時間の内訳（集計業務）

表―5　本システム導入による労働時間の削減効果


